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令
和
元
年
に
思
う
事 村

上
忠
順
翁
顕
彰
会 

会
長 

近
藤 

光
良 

    

 

元
号
が
令
和
に
代
わ
り
ま
し
た
。
今
更
言
う
ま

で
も
な
く
令
和
の
語
源
は
日
本
の
代
表
的
歌
集
の

万
葉
集
か
ら
引
用
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
の
言
葉
を

使
っ
た
の
は
山
上
憶
良
か
大
伴
旅
人
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。「
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑

（
よ
）
く
風
和
ら
ぎ
、
梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
（
ひ

ら
）
き
、
蘭
は
珮
（
は
い
）
後
の
香
を
薫
す
」
か
ら

引
用
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
意
味
は
「
美

し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」

と
い
う
意
味
の
よ
う
で
す
。
と
か
く
Ｉ
Ｔ
だ
と
か

Ａ
Ｉ
と
か
い
わ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
ゆ
っ
く
り

人
々
の
心
の
綾
や
自
然
を
味
わ
う
心
の
余
裕
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
元
号
の
よ
う
に

思
え
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
も
こ
の
元
号
に
倣
っ

て
育
っ
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。 

 

さ
て
、
令
和
元
年
に
な
り
、
日
本
で
は
ラ
グ
ビ
ー

の
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
、
国
内
は
と
も
か
く
多

く
の
外
国
人
客
が
日
本
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

華
々
し
い
ニ
ュ
ー
ス
の
一
方
で
、
元
年
は
多
く
の

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

岐
阜
県
で
発
生
し
た
豚
コ
レ
ラ
も
、
あ
っ
と
い
う

間
に
豊
田
市
や
近
隣
の
地
域
に
広
が
り
養
豚
農
家

に
多
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ
ま
し
た
。 

 

 

夏
に
は
猛
暑
、
更
に
は
台
風
に
よ
る
豪
雨
の
た

め
大
変
な
被
害
が
発
生
し
多
く
の
皆
さ
ん
が
被
害

に
あ
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
暖
冬
が
続
き
野
菜
や

ス
キ
ー
な
ど
の
観
光
客
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
番
深
刻
な
の
は
、
中
国
で
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
世
界
経
済

へ
の
影
響
で
す
。
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
時
点

で
も
依
然
と
し
て
衰
え
る
雰
囲
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
球
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
と

と
も
に
、
時
代
の
大
き
な
転
換
点
を
感
じ
ま
す
。 

 

時
代
の
転
換
と
い
え
ば
、
私
た
ち
が
学
ん
で
い

る
村
上
忠
順
も
大
き
な
時
代
の
転
換
点
を
生
き
た

人
物
で
す
。
刈
谷
藩
と
い
う
幕
藩
体
制
の
中
に
あ

り
な
が
ら
、
国
学
を
通
し
て
尊
王
攘
夷
運
動
に
関

わ
り
、
新
政
府
軍
の
大
総
督
で
あ
っ
た
有
栖
川
宮

熾
仁
（
た
る
ひ
と
）
親
王
を
補
佐
し
ま
し
た
。
明

治
時
代
に
な
り
有
栖
川
宮
か
ら
東
京
で
活
動
し
な

い
か
と
勧
め
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
を
固
辞

し
堤
村
の
町
医
者
、
歌
人
と
し
て
地
域
に
尽
く
し 

た
村
上
忠
順
翁
の
生
き
方
に
学
ぶ
べ
き
事
が
多
い

と
感
じ
ま
す
。 

 

 

現
在
、
豊
田
市
で
は
旧
東
高
校
の
跡
地
に
歴
史

博
物
館
の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
豊
田
市
の

大
型
公
共
施
設
と
し
て
は
最
後
の
施
設
に
な
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
合
併
に
よ
り
豊
田
市
は
愛
知

県
内
で
最
大
の
市
域
を
持
つ
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

広
大
な
地
域
の
持
つ
歴
史
を
後
世
の
人
た
ち
に
伝

え
る
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
を
創
る
拠
点
と
な

る
施
設
で
す
。 

  

隣
接
の
刈
谷
市
も
歴
史
博
物
館
を
建
設
し
、
村

上
忠
順
翁
が
活
動
し
た
刈
谷
藩
の
歴
史
が
展
示
さ

れ
、
検
証
さ
れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
豊
田

市
の
博
物
館
の
中
で
も
村
上
忠
順
翁
の
残
し
た
多

く
の
文
化
的
資
料
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
私
ど
も
の
活
動
も
こ
う
し
た
動
き

の
一
助
と
な
り
、
前
林
地
区
が
改
め
て
注
目
さ
れ

る
時
が
来
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
す
。 
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女
性
部
会
研
修
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
田 

幸
子 

 

令
和
元
年
度
の
女
性
部
研
修
会
は
、
命
を
つ

な
ぐ
「
塩
付
街
道
」
へ
の
旅
と
題
し
て
七
月
三

日
に
行
わ
れ
た
。 

 

当
日
は
高
岡
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
に

集
合
し
、
西
岡
町
や
オ
ア
シ
ス
辺
り
、
刈
谷
市

泉
田
地
域
で
塩
付
街
道
の
車
窓
見
学
と
説
明
が

あ
っ
た
。 

 

バ
ス
は
塩
付 

街
道
を
走
り
、

「
吉
良
饗
庭
塩

（
き
ら
あ
い
ば 

じ
お
）
の
里
」

に
到
着
。
昔
な

が
ら
の
塩
づ
く

り
の
説
明
を
聞

く
こ
と
に
よ
り

塩
づ
く
り
は
手

間
が
か
か
り
、

重
労
働
で
あ
る

こ
と
が
想
像
で

き
た
。
「
西
尾

市
吉
良
歴
史
民 

俗
資
料
館
」
で
は
、
塩
焼 

き
体
験
や
施
設
見
学
を
し 

た
。
塩
焼
き
体
験
で
は
、 

良
い
塩
が
で
き
る
よ
う
に 

一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ 

今
回
の
研
修
会
で
は
、 

人
や
動
物
が
生
活
す
る
上

で
欠
か
せ
な
い
塩
の
製
法

や
大
切
な
塩
が
運
ば
れ
る

「
塩
の
道
」
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

 

「
ふ
く
な
が
亭
」
で
美
味
し
い
昼
食
を
い
た
だ

い
た
後
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
江
戸

時
代
の
豪
農
、
豪
商
で

あ
る
「
旧
糟
谷
邸
」
を

見
学
し
た
。
愛
知
県
指

定
文
化
財
で
あ
る
だ
け

に
広
大
な
お
屋
敷
は
、

風
格
の
あ
る
建
物
と
庭

が
あ
り
見
応
え
が
あ
っ

た
。 

 

隣
の
「
尾
崎
士
郎
記

念
館
」
は
『
人
生
劇

場
』
で
有
名
な

尾
崎
士
郎
を
偲

ん
で
開
館
さ
れ

た
。
尾
崎
士
郎

に
関
す
る
多
く

の
資
料
や
書
籍

が
展
示
さ
れ
、

東
京
か
ら
移
築

さ
れ
た
書
斎
も

見
る
こ
と
が
で

き
た
。 

最
後
は
、
吉

良
家
の
菩
提
寺

で
あ
る
華
蔵
寺

を
訪
れ
た
。
苔

む
し
た
吉
良
家
の
墓
所
を
眺
め
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
、
歴
史
を
振
り
返

る
機
会
に
な
っ
た
。 

御
影
堂
に
は
吉
良
義
央
公
の
木
像
が
、
義
康

像
、
義
定
像
と
並
ん
で
祀
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
お

姿
は
穏
や
か
、
上
品
、
知
的
で
あ
っ
た
。 

 

バ
ス
は
吉
良
町
指
定
史
跡
で
あ
る
黄
金
堤
を
眺

め
な
が
ら
豊
田
市
に
向
か
い
、
ト
ヨ
タ
会
館
に
立

ち
寄
っ
て
、
帰
路
に
つ
い
た
。
事
務
局
の
方
々
の

入
念
な
準
備
の
お
か
げ
で
大
変
有
意
義
な
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝 

！  

 吉良上野介義央の墓 

 

塩焼き体験 

尾崎士郎記念館 

学芸員による塩田作業説明 

村上忠順翁顕彰会報 №３１ 
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歴
史
探
訪 

 
 

村
上
忠
順
先
生
顕
彰
の
旅 

=

京
都=

 
 

 
 

 
 

 
令
和
元
年
十
月
一
日 

中
野 

浩 

こ
の
度
の
忠
順
先
生
ゆ
か
り
の
人
は
江
戸
後
期

（
一
七
九
一
年
）
京
都
に
生
ま
れ
明
治
初
期
（
一

八
七
五
）
八
十
五
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
美
し
く
聡

明
な
尼
僧
蓮
月
さ
ん
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
の
様
に

近
藤
銈
司
先
生
の
素
晴
ら
し
い
解
説
で
蓮
月
尼
の

人
柄
と
行
い
に
魅
せ
ら
れ
た
の
で
そ
の
一
部
を
引

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
責
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

蓮
月
さ
ん
は
祇
園
に
生
ま
れ
知
恩
院
の
寺
侍
大

田
垣
光
古
の
養
女
と
な
り
、
大
田
垣
誠
（
の
ぶ
）

と
名
の
る
。
二
度
結
婚
し
た
が
二
人
の
夫
と
子
供

と
も
死
別
し
、
三
十
四
歳
で
出
家
し
蓮
月
と
名

乗
っ
た
。 

陶
器
を
造
っ
た
り
、
自
詠
の
歌
を
書
い
て
生
活

の
糧
を
得
て
い
た
。
六
十
六
歳
の
頃
は
富
岡
鉄
斎

と
共
に
製
陶
し
蓮
月
焼
き
を
流
行
ら
せ
た
。 

又
、
貧
し
い
人
々
を
救
っ
た
り
橋
を
架
け
た
り

と
社
会
に
も
目
を
向
け
行
動
す
る
心
優
し
い
人
で

も
あ
っ
た
。
物
事
の
白
黒
を
は
っ
き
り
言
う
と
こ

ろ
が
通
じ
合
っ
た
の
か
忠
順
先
生
は
蓮
月
さ
ん
よ

り
二
十
歳
も
年
下
で
あ
っ
た
が
お
二
人
の
親
交
は

深
く
今
日
、
村
上
家
に
は
蓮
月
さ
ん
か
ら
の
手
紙

が
二
十
六
通
も
残
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
郵
便
事

情
で
は
京
か
ら
堤
ま
で
一
年
も
か
か
る
事
も
あ
っ

た
と
知
る
と
お
二
人
の
親
交
の
深
さ
と
気
の
遠
く

な
る
様
な
時
間
の
流
れ
と
辛
抱
強
さ
に
ロ
マ
ン
ス

さ
え
も
感
じ
る
。 

蓮
月
さ
ん
は
年
に
十
三
回
も
生
涯
に
三
十
四
回

も
引
っ
越
し
「
屋
越
し
の
蓮
月
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
絶
世
の
美
貌
の
故
に
言
い
よ
る
男
ど
も
か
ら

逃
れ
る
た
め
と
か
、
年
増
に
見
え
る
様
に
歯
を
全

部
抜
い
た
り
し
て
し
ま
っ
た
と
の
話
も
あ
る
。 

 

 

又
幕
末
の
志
士
西
郷
さ
ん
に
「
う
つ
人
も
う
た

れ
る
人
も
心
せ
よ
、
同
じ
御
国
の
民
に
あ
ら
ず

や
」
と
の
歌
を
送
り
戒
め
た
と
も
言
わ
れ
る
。
言

論
的
な
危
険

性
か
ら
逃
れ

る
た
め
だ
っ

た
か
も
知
れ

な
い
。 

  

こ
の
様
な

話
か
ら
連
月

尼
は
し
っ
か

り
自
分
の
意

見
を
持
っ
た

自
立
し
た
美

し
い
魅
力
的

な
女
性
だ
っ

た
と
想
像
す

る
。 

 

晩
年
七
十
四
歳
で
神
光
院
の
和
尚
と
親
交
を
む

す
び
翌
年
神
光
院
の
茶
所
に
移
り
住
ん
だ
。
三
畳

の
清
楚
な
佇
ま
い
に
は
秋
に
し
て
は
暑
い
真
昼
の

日
ざ
し
が
射
し
込
ん
で
い
た
。 

  

京都市 神光院山門前 

蓮
月
庵 白

き
畳
や 

秋
あ
つ
し 

ひ
ろ
し 

神光院境内 蓮月庵(茶室) 
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村
上
忠
順
と
歌
合 

 
 

 
 

中
澤
伸
弘 

「
歌
合
」
と
は
左
右
に
分
か
れ
た
二
人(

方
人)

の
歌
各
一
首
に
、
そ
れ
の
優
劣
を
著
名
な
歌
人
に

つ
け
て
も
ら
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
判
」
と

言
ひ
、
そ
の
人
を
「
判
者
」
と
言
ふ
。
優
れ
て
ゐ

る
場
合
に
は
そ
ち
ら
に
「
勝
」
、
ど
ち
ら
と
も
付

け
難
い
引
分
け
に
は
「
持
」
と
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歌
が
ど
の
や
う
な
点
が
よ
く
、
ま
た
悪
い
の
か

と
い
つ
た
「
判
詞
」
を
左
に
書
く
こ
と
と
な
つ
て

ゐ
る
。
古
く
は
左
右
に
歌
を
擁
護
す
る
念
人
と
言

ふ
役
が
あ
つ
た
。
平
安
時
代
中
頃
か
ら
盛
ん
と
な

つ
た
が
、
歌
論
と
し
て
古
典
的
な
価
値
を
も
つ
や

う
に
な
つ
て
い
つ
た
。 

歌
を
学
ぶ
に
は
歌
の
優
劣
を
つ
け
る
と
い
つ
た

視
点
が
重
要
で
、
判
者
に
は
善
し
悪
し
を
見
分
け

る
力
、
作
者
に
は
そ
れ
を
理
解
す
る
力
量
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
や
う
な
こ
と
か
ら
徳
川
時
代
中
期

以
降
に
作
歌
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
こ
の

「
歌
合
」
も
復
権
し
、
多
く
の
歌
壇
で
行
は
れ
た

の
で
あ
つ
た
。
歌
会
の
場
で
半
紙
に
歌
を
書
い
た

も
の
を
左
右
に
番
へ
て
、
師
の
判
を
乞
ふ
場
合
も

あ
れ
ば
、
書
物
の
形
と
し
て
半
丁
（
一
頁
）
の
右

側
に
左
右
の
歌
を
書
き
、
後
に
師
に
判
を
依
頼
し

て
そ
の
左
側
に
書
い
て
も
ら
つ
た
り
し
た
。
一
番

の
左
方
に
は
秀
歌
を
置
き
、
必
ず
「
勝
」
に
す
る

慣
は
し
も
で
き
た
。
歌
会
で
あ
れ
、
書
物
で
あ
れ

そ
の
時
に
作
者
の
名
は
書
か
ず
、
優
劣
が
つ
い
た

あ
と
に
明
か
す
形
を
と
り
、
こ
れ
に
よ
り
判
者
も

自
由
に
論
評
が
出
来
、
ま
た
遊
戯
性
も
持
つ
た
座

の
文
藝
で
も
あ
つ
た
。
少
な
く
て
八
組(

八
番)

、

多
け
れ
ば
百
番
や
二
百
番
も
あ
り
、
そ
の
数
に
よ

つ
て
「
八
番
歌
合
」、「
百
番
歌
合
」
な
ど
と
称
し

た
。 

 

み
よ
し
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
塚
本
弥
寿
人

氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
三
河
に
お
い
て
は
、
現
在
四

十
種
の
「
歌
合
」
と
題
す
る
書
物
が
残
さ
れ
て
ゐ

る
と
言
ふ
。
忠
順
翁
の
蓬
蘆
社
中
に
お
い
て
も
盛

ん
に
行
は
れ
た
や
う
で
、
そ
れ
に
関
す
る｢

歌
合｣

は
刈
谷
中
央
図
書
館
の
村
上
文
庫
や
村
上
家
、
ほ

か
い
く
つ
か
の
場
所
に
散
在
し
て
ゐ
る
。 

実
は
私
の
手
許
に
も
忠
順
翁
が
蓬
蘆
社
中
歌
を

番
へ
て
書
い
た
歌
合
に
、
紀
州
の
熊
代
繁
里
が
判

を
書
い
た
も
の
が
二
冊
あ
る
。
一
つ
は
『
百
番
歌

合
』
（
万
延
元
年
十
二
月
）
で
い
ま
一
つ
は
『
三

十
番
歌
合
』
（
慶
應
元
年
八
月
二
十
四
日
）
で
あ

る
。
後
者
に
は
「
松
塢
亭
文
庫
」
の
印
が
あ
る
の

で
、
忠
順
の
女
婿
の
深
見
篤
慶
の
旧
蔵
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
私
は
こ
れ
を
東
京
の
古
書
肆
か
ら

求
め
た
の
で
あ
つ
て
、
ど
の
や
う
な
経
緯
で
東
京

に
辿
り
着
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
私
が

買
っ
た
の
も
偶
然
で
あ
り
、
何
か
深
い
因
縁
を
感

じ
る
。 

こ
こ
で
は
『
三
十
番
歌
合
』
の
内
容
に
つ
い
て

述
べ
よ
う
。
本
歌
合
に
は
慶
應
元
年
八
月
二
十
四

日
の
日
付
が
あ
る
が
、
忠
順
の
「
日
次
記
」
の
そ

の
日
に
は
そ
の
記
載
が
な
い
。
半
丁
（
一
頁
）
に

左
右
の
二
首
の
歌
と
作
者
名
、
そ
の
左
に
熊
代
繁

里
の
判
詞
が
あ
る
。
歌
は
忠
順
の
筆
の
様
で
特
徴

あ
る
字
体
で
わ
か
る
。
作
者
名
は
ま
た
別
筆
な
の

で
後
に
加
へ
た
や
う
で
あ
る
。
歌
題
は｢

池
水
解｣

五
番 

「
牧
春
駒
」
十
三
番
「
里
卯
花
」
二
番 

「
夏
月
涼
」
六
番 

「
適
逢
恋
」
四
番
の
計
三
十

番
で
、
作
者
一
覧
と
し
て
村
上
楞 

釈
瑞
蓮 

成

瀬
廣
冬 

石
川
純
孝 

石
川
千
涛 

児
島
基
隆 

近
藤
政
和 

久
野
豊
見 

釈
浄
信 

深
見
弘
治 

釈
光
郷 

村
上
忠
浄 

鈴
木
重
愛 

釈
報
阿 

鈴

木
小
鈴
女 

水
田
周
女 

深
見
登
（
年
）
之
子 

深
見
冨
女 

鈴
木
重
國 

安
藤
貴
参 

深
見
友
良 

深
見
篤
行 

深
見
篤
慶
の
二
十
三
人
の
名
が
書
か

れ
て
ゐ
る
が
、
実
際
に
こ
の
他
に
深
見
徳
女 

水

村上忠順翁顕彰会報 №３１ 

『三 十 番 歌 合』 

（中澤伸弘氏所蔵） 
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田
孝
女 

釈
賢
岳 

加
藤
祥
徑 

女
房
（
ど
の
女

性
か
は
不
明
）
の
五
人
の
歌
が
あ
つ
て
二
十
八
人

と
な
る
。
村
上
楞
は
忠
順
の
こ
と
で
、
翁
の
号
で

あ
る
蓬
蘆
の
「
よ
も
ぎ
」
を
四
方
樹
と
も
四
方
木

と
も
書
い
た
。「
楞
」
の
字
を
解
す
る
と
「
四
方

木
」
と
な
り
、
編
者
が
自
分
の
名
を
隠
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
翁
の
歌
が
八
首
あ
る
が
、
最

も
多
い
の
は
篤
慶
の
十
首
で
あ
る
。
次
に
廣
冬
六

首
、
年
之
子
と
基
隆
が
四
首
、
政
和
三
首
、
冨
女

二
首
の
順
で
、
他
は
一
人
一
首
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
巻
頭
を
は
じ
め
と
す
る
最
初
の
四
題
の
左
は
忠

順
が
自
分
の
歌
を
意
識
的
に
配
し
た
の
で
あ
ら

う
。 作

者
を
翁
の
関
係
で
纏
め
る
と
、
村
上
家
は
忠

順
と
そ
の
子
忠
浄
の
二
人
、
深
見
家
は
忠
順
の
娘

深
見
登
之
子
と
そ
の
夫
篤
慶
、
そ
の
子
篤
行
、
冨

女
、
徳
女
の
五
人
。
一
族
と
し
て
深
見
友
良
、
弘

治
の
二
人
と
深
見
家
が
多
い
。
鈴
木
家
は
忠
順
の

娘
鈴
木
小
鈴
女
と
そ
の
夫
重
愛
、
そ
の
子
重
國
の

三
人
で
、
こ
こ
ま
で
は
忠
順
の
関
係
者
で
あ
る
。

そ
の
他
の
人
物
を
『
玉
藻
集
』
『
元
治
元
年
千

首
』
『
三
河
歌
集
』
な
ど
か
ら
検
索
す
る
と
成
瀬

廣
冬
（
三
河
土
呂
）
、
水
田
周
女
（
三
河
重
原
水

田
柳
庵
妻
）、
水
田
孝
女
（
同
関
係
者
か
）、
石
川

純
孝
（
三
河
吉
原
）、
石
川
千
涛
（
岡
崎
）、
児
島

基
隆
（
尾
張
和
合
）、
近
藤
政
和
（
三
河
桑
子
）、

久
野
豊
見
（
三
河
三
好
）、
安
藤
貴
参
（
挙
母
）、

加
藤
祥
徑
（
三
河
伊
保
）、
釈
浄
信
（
岡
崎
照
雲

寺
）
、
釈
光
郷
（
岡
崎
満
性
寺
）、
釈
報
阿
（
岡

崎
大
林
寺
）、
釈
賢
岳
（
三
河
富
永
清
泰
寺
）
と

な
る
。
釈
瑞
蓮
、
女
房
は
不
明
で
あ
る
。
い
づ
れ

も
忠
順
関
係
の
三
河
と
深
見
家
の
岡
崎
と
い
つ
た

地
縁
関
係
か
ら
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
木
綿
問
屋
で
あ
つ
た
篤
慶
と
の
繋
が
り

な
ど
も
考
へ
ら
れ
よ
う
。
歌
合
や
歌
集
に
載
る
歌

人
の
関
係
は
地
域
的
な
大
き
な
繋
が
り
に
よ
つ
て

ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。 

判
詞
を
書
い
た
熊
代
繁
里
は
紀
州
の
歌
人
国
学

者
で
あ
り
、
本
居
内
遠
の
門
人
で
あ
る
の
で
忠
順

と
は
同
門
で
あ
り
、
幾
つ
か
年
下
で
あ
つ
た
が
、

天
保
十
二
年
に
相
識
の
関
係
に
な
つ
て
か
ら
、
安

政
三
年
に
入
門
し
て
以
来
、
明
治
九
年
の
繁
里
の

死
ま
で
そ
の
交
流
は
続
い
た
。
村
上
家
に
残
る
厖

大
な
繁
里
か
ら
の
書
簡
が
そ
の
関
係
を
物
語
つ
て

ゐ
る
。 

巻
頭
の
忠
順
の
「
池
氷
解
」
の
歌
は 

 

氷
の
た
め
し
過
ぎ
に
け
ら
し
な
朝
日
さ
す 

み
か
は
の
池
に
さ
ざ
波
ぞ
た
つ 

で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
繁
里
は
「
題
意
を
め
ぐ
ら

し
て
よ
み
と
ゝ
の
へ
た
る
老
練
の
口
つ
き
甘
心
せ

ら
れ
侍
り
・
・
・
左
を
勝
と
定
め
ぬ
」
と
の
判
を

書
い
て
ゐ
る
。
以
下
こ
の
や
う
な
批
評
が
続
い
て

ゐ
る
。 

           

こ
こ
に
あ
る
歌
と
忠
順
が
編
ん
だ
『
類
題
玉
藻 

集
』
二
編
と
『
類
題
嵯
峨
野
集
』
と
の
関
係
を
見

る
と
、
前
者
に
は
こ
こ
か
ら
歌
は
採
ら
れ
て
ゐ
な

い
が
、
後
者
に
は
「
牧
春
駒
」
の
釈
光
郷
の
歌 

 

霞
た
つ
み
つ
の
み
ま
き
に
い
さ
む
な
り 

時
し
り
か
ほ
の
ひ
ば
り
毛
の
こ
ま 

の
一
首
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
繁
里
は
「
時
し
り
か

ほ
の
ひ
ば
り
毛 

め
づ
ら
し
く
調
も
高
く
聞
こ
ゆ

云
々
」
と
判
を
書
い
て
ゐ
る
。
忠
順
は
そ
れ
に
よ

り
こ
れ
を
秀
歌
と
し
て
『
類
題
嵯
峨
野
集
』
に
入

れ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
『
類
題
嵯
峨
野
集
』

の
編
纂
は
忠
順
が
京
都
警
備
と
し
て
慶
應
三
年
に

上
京
し
た
折
と
言
ふ
の
で
、
こ
の
歌
合
と
時
期
的

に
も
合
ふ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
忠
順
が
こ
の

や
う
な
歌
合
を
作
つ
た
意
図
を
探
る
と
様
々
な
こ

と
が
思
ひ
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。 

 

‡
†
‡
†
‡ 

「池氷解」の歌 

（中澤伸弘氏所蔵） 
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令
和
元
年
度
活
動
報
告 

○ 
五
月
十
九
日 

定
例
総
会 

 

参
加
者
百
九
名 

✶
「
忠
順
大
賞
」
表
彰
式 

 

対
象
者
二
十
名 

✶
記
念
講
演 
「
忠
順
大
賞
を
審
査
し
て
」 

講
師 

 
 

久
米
翠
雲
先
生 

○ 

七
月
三
日 

女
性
部
研
修
会 

 

参
加
者
三
十
九
名 

「
命
を
つ
な
ぐ 

塩
付
街
道 

の
旅
」 

✶
西
尾
市
吉
良
歴
史
民
俗
資
料
館
見
学 

 

「
吉
良
饗
庭
塩
の
里
」
塩
焼
き
体
験 

✶
「
ふ
く
な
が
亭
」
で
昼
食 

✶
「
尾
崎
士
郎
記
念
館
」
「
旧
粕
谷
邸
」
見
学 

✶
吉
良
上
野
介
菩
提
寺
「
華
蔵
寺
」
見
学 

 

✶
ト
ヨ
タ
会
館
見
学 

○ 

十
月
一
日 

歴
史
探
訪 

 

参
加
者
四
十
三
名 

「
忠
順
と
屋
越
し
の
蓮
月
」 

✶
京
都
市 

神
光
院
参
拝
・
散
策
、
蓮
月
庵

見
学 

✶
和
食
「
し
ょ
う
ざ
ん
」
に
て
昼
食 

✶
詩
仙
堂
丈
山
寺 

 

○ 

八
月
二
日
・
九
月
六
日 

十
月
四
日
・
十
一
月
一
日 

四
方
樹
大
学 

 

参
加
者
延
べ
七
十
三
名 

✶
講
師 

名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授 

塩
村 

耕
先
生 

✶
講
義
内
容 

 

忠
順
翁
の
「
座
右
記
」 

     

  
 ○ 

十
一
月
二
十
三
日 

村
上
忠
順
翁
顕
彰
会
役
員
会 

✶
忠
順
翁
命
日
墓
参
後
、
役
員
会
。 

†
‡
†
‡
†
‡
†
‡
†
‡
†
‡
†
‡
†
‡
†
‡ 

第
十
四
回
「
忠
順
大
賞
」
入
賞
作
品 

  

 
 

 

○  

小
学
生
の
部 

 
 

豊
田
市
長
賞 

堤
小 

六
年
二
組 

早
川 

由
姫 

帰
省
し
て
み
ん
な
で
食
べ
る
手
巻
き
ず
し 

し
あ
わ
せ
巻
い
て
み
ん
な
で
笑
顔 

※
年
末
に
帰
省
し
て
、
餅
つ
き
を
し
た
り
、
正
月
に 

は
お
雑
煮
を
み
な
で
食
べ
た
。
手
巻
き
ず
し
を
巻
い

た
。
特
別
の
美
味
し
さ
。「
幸
せ
巻
い
た
」
が
い
い
。 

豊
田
市
議
会
議
長
賞 

 
 
 
 
 
 

駒
場
小
二
年
一
組 

中
村 

美
咲 

冬
休
み
お
と
う
と
の
せ
わ
や
っ
て
み
る 

マ
マ
の
た
い
へ
ん
わ
か
る
気
が
す
る 

※
冬
休
み
の
あ
る
日
、
弟
を
見
て
い
た
ら
お
母
さ
ん 

が
お
む
つ
か
え
て
や
っ
て
と
言
っ
た
。
お
母
さ
ん 

の
ま
ね
を
し
て
や
っ
た
。
ふ
ろ
も
て
つ
だ
っ
た
。 

大
変
だ
っ
た
。 

豊
田
市
教
育
委
員
会
賞 堤

小 

六
年
一
組 

石
川 

凜 

友
達
と
過
ご
し
た
日
々
は
宝
物 

も
う
少
し
だ
け
い
っ
し
ょ
に
い
た
い
な 

※
六
年
間
一
緒
だ
っ
た
友
達
た
ち
。
遊
び
や
勉
強
す 

べ
て
が
宝
物
。も
少
し
一
緒
に
い
た
い
。分
か
る
！ 

中
学
で
は
学
級
は
違
う
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
い 

友
達
で
す
ね
。 

応
募
総
数 

一
五
八
六
首 

選 
 

評 

久
米
翠
雲
先
生 

四方樹大学受講風景 

 

村上忠順翁顕彰会役員会     
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中
日
新
聞
社
賞 

 駒
場
小
一
年
二
組 

神
谷 

美
果 

さ
む
い
け
ど
す
み
が
パ
チ
パ
チ
あ
た
た
か
い 

き
ょ
う
は
か
ぞ
く
で
し
ち
り
ん
も
ち 

※
年
末
で
皆
で
つ
い
た
お
餅
。
日
頃
使
わ
な
い
、
し 

ち
り
ん
で
、
つ
き
た
て
の
お
餅
を
焼
い
て
食
べ
た
。 

炭
の
は
じ
け
る
音
。
火
の
色
。
あ
た
た
か
い
。
お 

い
し
か
っ
た
。 

会
長
賞 

金
賞 

堤
小 

四
年
三
組 
柘
植 

こ
こ
み 

お
じ
さ
ん
が
高
い
て
つ
ぼ
う
さ
か
あ
が
り 

み
ん
な
び
っ
く
り
年
を
う
た
が
う 

 

※
公
園
で
鉄
棒
し
て
い
た
ら
、
よ
そ
の
お
じ
さ
ん
が 

 

高
い
鉄
棒
で
逆
上
が
り
を
見
せ
て
く
れ
た
。
す
ご 

い
！
若
い
人
じ
ゃ
な
い
の
に
。
拍
手
か
っ
さ
い
だ 

ね
。 

 

○  

中
学
生
・
一
般
の
部 

 
 

豊
田
市
長
賞 

秋
葉
町 

 
 
 
 

岩
田 

美
穂 

独
り
身
を
望
み
し
昔
忘
れ
た
り 

天
の
夫
に
帰
れ
と
涙 

※
時
に
は
、
独
り
の
方
が
ど
れ
ほ
ど
気
楽
か
し
れ
な 

い
と
思
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。
夫
が
病
で
突 

然
亡
く
な
っ
て
、
は
っ
と
思
う
。
す
ぐ
還
っ
て
、 

 

と
切
な
い
想
い
が
溢
れ
る
。 

豊
田
市
議
会
議
長
賞 

前
林
中 

三
年
六
組 

森
島 

万
琳 

私
の
が
目
線
は
高
く
な
っ
た
け
ど 

変
わ
ら
ぬ
母
の
大
き
な
背
中 

 

※
愛
情
に
育
ま
れ
す
く
す
く
と
育
っ
た
。
今
私
の
目 

線
は
母
を
見
下
ろ
す
ほ
ど
に
背
丈
は
伸
び
た
。
し 

か
し
、
母
が
小
さ
い
と
は
思
え
な
い
。
や
は
り
、 

母
の
背
は
高
く
、
広
い
。 

豊
田
市
教
育
委
員
会
賞 

 
 
 
 
 
 

青
木
町  

 
 
 

 

奥
村 

良
枝 

坂
道
に
轢
か
れ
し
栗
の
実
の
に
ほ
う 

い
の
ち
い
く
つ
か
拾
い
て
帰
る 

 
 

※
栗
の
木
の
あ
る
坂
道
。
実
が
熟
し
て
道
に
転
が
り 

 

出
た
栗
の
実
。
車
に
轢
か
れ
、
匂
い
が
周
辺
に
満

ち
て
い
る
。（
轢
か
れ
な
い
）
実
を
拾
う
。「
い
の

ち
ひ
ろ
う
」
が
い
い
。 

中
日
新
聞
社
賞 

 
 
 
 
 

前
林
中 

一
年
五
組 

福
田 

実
桜 

心
臓
音
ハ
ッ
キ
リ
聞
こ
え
る
そ
の
瞬
間 

最
優
秀
賞
み
ん
な
の
努
力 

※
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
績
発
表
の
静
寂
と
緊
張
の 

瞬
間
を
詠
ん
だ
。
心
臓
の
鼓
動
が
高
鳴
る
。
や
っ 

と
、
み
ん
な
の
努
力
が
実
っ
た
。
喜
び
の
歓
声
が 

あ
が
る
。
嬉
し
い
ね
。 

会
長
賞 

金
賞 

前
林
中 

三
年
四
組 

堀
越 

未
月 

寒
い
中
ゆ
げ
が
き
わ
だ
つ
食
卓
に 

幸
せ
色
を
み
ん
な
で
囲
む 

※
吐
く
息
も
白
く
な
る
冬
。
鍋
物
を
囲
む
一
家
の
温 

も
り
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
風
景
で
あ
る
。
第
二
句 

か
ら
食
べ
頃
の
鍋
の
様
子
が
伝
わ
る
。「
幸
せ
色
を 

…
…

」
の
言
葉
に
詩
情
が
あ
る
。 

†
入
賞
作
品
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
、
作
品
全
体 

は
別
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  今
年
の
歴
史
探
訪
、
目
的
地
は
京
都
市
。
小
生 

に
は
久
し
ぶ
り
の
京
都
と
初
め
て
の
開
通
間
も
な 

い
新
名
神
高
速
道
路
に
胸
が
躍
り
い
ざ
出
発
。
従 

来
の
東
名
・
名
神
よ
り
速
く
目
的
地
に
到
着
し
た 

実
感
に
、
調
べ
て
み
れ
ば
片
道
で
三
十
分
以
上
の 

時
間
節
約
。
お
か
げ
で
『
神
光
院
』、
和
食｢

し
ょ 

う
ざ
ん
」、『
詩
仙
堂
丈
山
寺
』
と
、
京
都
観
光
を 

ゆ
っ
た
り
と
満
喫
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
観
光
バ
ス
利
用
は
、
会
費
が
通
常
の
倍 

額
。
に
も
拘
わ
ら
ず
四
十
人
超
の
参
加
に
厚
く
感 

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
 

（
事
務
局 

寺
田
） 

 

あ
と
が
き 


